
憲
法
記
念
日
の
３
日
、
有
明
・

防
災
公
園
で
開
か
れ
た
「
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！

平
和
と
い
の
ち
と
人

権
を
！

５
・
３
憲
法
集
会
」
は
、

昨
年
を
超
え
た
６
万
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
で
は
、
３
０
０
０

万
署
名
の
集
計
が
、
１
３
５
０
万

人
を
突
破
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
後
、
デ
モ
行
進
。
「
安
部

内
閣
は
直
ち
に
退
陣
！
」
「
憲
法

９
条
を
守
ろ
う
」
な
ど
プ
ラ
カ
ー

ド
や
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

江
東
区
か
ら
は
、
区
労
連
や
江

東
市
民
連
合
を
は
じ
め
、
深
川
９

条
の
会
、
団
地
９
条
の
会
、
大
島

の
会
、
砂
町
の
会
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
な
ど
多
数
の
市
民
団
体
が
参
加

し
ま
し
た
。

両
団
体
は
、
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

で
平
和
像
が
除
幕
さ
れ
た
２
０
０

１
年
５
月
５
日
に
ち
な
ん
で
催
し

を
企
画
し
、
核
兵
器
と
戦
争
の
な

い
21
世
紀
を
め
ざ
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
安
倍
政
権
が
憲
法
に

自
衛
隊
明
記
を
狙
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
恵
庭
事
件
を
題
材
に
し
た

映
画
『
憲
法
を
武
器
と
し
て
』
を

上
映
し
ま
し
た
。

【
解
説
】
「
恵
庭
事
件
」
と
は

札
幌
市
近
郊
の
恵
庭
町
で
酪
農
を

営
む
野
崎
兄
弟
が
、
陸
上
自
衛
隊
演

習
場
の
騒
音
被
害
（
牛
の
搾
乳
量
減
）

に
我
慢
で
き
ず
、
１
９
６
２
年
に
演

習
場
の
通
信
線
を
切
断
し
、
自
衛
隊

法
の
防
衛
用
器
物
損
壊
罪
で
起
訴
さ

れ
た
事
件
。
裁
判
で
は
、
自
衛
隊
が

憲
法
９
条
違
反
か
否
か
か
が
大
き
な

争
点
と
な
り
、
札
幌
地
裁
は
、
憲
法

判
断
を
回
避
す
る
た
め
、
器
物
損
壊

を
無
罪
と
し
て
被
告
ら
を
「
勝
訴
」

さ
せ
、
検
察
も
敢
え
て
控
訴
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
核
兵
器
な
く
そ
う
！

国
民

平
和
大
行
進
」
は
今
年
で
60
周
年
。

最
初
の
行
進
は
１
９
５
８
年
６
月

に
被
爆
地
広
島
か
ら
東
京
へ
、
道

の
り
約
千
キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。

出
発
に
先
立
つ
集
会
で
は
、
東

京
ー
広
島
を
は
じ
め
、
北
海
道
ー

東
京
、
長
崎
ー
広
島
な
ど
の
各
コ
ー

ス
を
紹
介
。
通
し
行
進
者
が
そ
れ

ぞ
れ
決
意
を
述
べ
、
国
際
青
年
リ

レ
ー
行
進
者
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

参
加
の
パ
ト
リ
シ
ア
・
ア
ン
ヘ
レ

ス
さ
ん
ら
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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風
も
爽
や
か
な
初
夏
の
季

節
と
な
り
、
半
袖
で
過
ご

せ
る
日
々
が
続
き
ま
す
▼

３
日
の
憲
法
集
会
は
快
晴

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
会
場

に
広
げ
ら
れ
た
江
東
の
シ
ー

ト
は
、
開
会
時
に
は
足
の
踏
み
場

も
な
く
な
り
、
参
加
団
体
の
林
立

す
る
幟
の
中
に
「
生
活
者
ネ
ッ
ト
」

の
旗
が
垣
間
見
え
ま
し
た
▼
３
０

０
０
万
人
署
名
の
成
否
は
、
今
後

の
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
る
と

の
中
間
報
告
で
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
来
年
の
地
方
選
や
参
院
選
に

も
影
響
す
る
で
し
ょ
う
。
区
内
で

署
名
活
動
を
展
開
し
て
き
た
団
体

が
結
集
し
て
「
署
名
推
進
江
東
連

絡
会
」（
仮
称
）
が
発
足
す
る
予
定

で
す
▼
10
日
の
柳
瀬
証
言
（
加
計

学
園
疑
惑
）
で
は
首
相
の
関
与
疑

惑
が
一
層
濃
厚
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
で
は
憲
法
第
１
条
の
「
す
べ

て
の
権
力
は
国
民
か
ら
生
じ
る
」

と
叫
ん
だ
市
民
の
「
キ
ャ
ン
ド
ル

革
命
」
が
威
力
を
発
揮
し
て
、
朴

前
大
統
領
を
下
獄
さ
せ
ま
し
た
。

日
本
で
も
「
行
き
詰
ま
っ
た
日
本

社
会
の
変
革
の
芽
は
、
国
会
や
霞

が
関
で
は
な
く
、
日
本
列
島
の
津
々

浦
々
に
、
脈
々
と
芽
生
え
て
い
る
」

…
無
所
属
に
な
っ
た
柿
沢
衆
院
議

員
の
言
明
で
す
。
原
発
ゼ
ロ
に
踏

み
切
っ
た
小
泉
元
首
相
と
同
じ
境

地
に
入
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
▼
東

京
で
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡
」（
マ

シ
ュ
ー
監
督
）
上
映
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。
１
９
４
８
年
に
常
備
軍

を
解
体
し
て
教
育
や
医
療
な
ど
に

予
算
を
振
り
分
け
、
２
０
１
６
年

に
「
幸
福
度
指
数
」
で
世
界
１
位

に
輝
い
た

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

戦
後
の
焦
土
と
窮
乏
の
な
か
で
日

本
の
国
民
が
選
ん
だ
の
も
、
こ
の

「
勇
気
あ
る
平
和
」
へ
の
希
求
だ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

政
府
は
羽
田
空
港
の
発
着
便
を

増
や
す
た
め
に
、
北
風
運
用
時
の

出
発
便
の
新
飛
行
コ
ー
ス
と
し
て

江
東
区
上
空
や
、
品
川
、
港
、
新

宿
な
ど
３
０
０
～
６
０
０
ｍ
と
い

う
超
低
空
で
飛
行
す
る
コ
ー
ス
を

設
定
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

政
府
は
国
会
で
は
「
関
係
自
治

体
の
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
る
」

と
答
弁
す
る
も
の
の
、
運
動
団
体

や
共
産
党
区
議
団
、
江
東
区
も
求

め
て
い
る
教
室
型
の
説
明
会
は
い

ま
だ
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
旅
客
機
か
ら
の
落
下
物

が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
都
心
上

空
を
飛
行
す
る
新
ル
ー
ト
に
対
す

る
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
で
５
月
２
日
、
山
添

拓
、
吉
良
よ
し
子
両
参
院
議
員
ら

に
よ
る
国
交
省
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
中
で
、
国

交
省
は
「
落
下
物
防
止
に
係
る
総

合
対
策
推
進
本
部
」
が
ま
と
め
た

対
策
に
つ
い
て
、
外
国
航
空
会
社

へ
の
義
務
付
け
の
「
実
効
性
」
や

「
対
策
を
講
じ
れ
ば
落
下
物
を
ゼ

ロ
に
で
き
る
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
出
ま
し
た
が
、
「
外
国
の
航
空

会
社
に
は
要
請
ベ
ー
ス
」
で
あ
る

こ
と
や
「
落
下
物
ゼ
ロ
を
目
指
す
」

と
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
機
中
の
機
体
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
離
着
陸
す
る
機
体

数
に
比
べ
「
人
員
が
あ
ま
り
に
も

少
な
く
対
策
に
な
ら
な
い
」
と
の

指
摘
に
は
明
確
な
答
え
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

国
交
省
は
、
ま
と
め
た
落
下
物

対
策
案
を
外
国
の
航
空
会
社
に
も

義
務
付
け
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

各
国
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
航
空

機
の
機
体
整
備
な
ど
の
実
効
性
に

は
疑
問
が
残
り
ま
す
。
最
良
の
解

決
策
は
新
ル
ー
ト
計
画
を
止
め
る

こ
と
で
す
。

旅
客
機
か
ら
の
落
下
物
ゼ
ロ
、

国
交
省
─
明
言
で
き
ず

写
真
は
、
会
場
を
埋
め
尽
く

す
参
加
者
。
江
東
区
か
ら
の

参
加
者
は
数
か
所
に
分
散
し

て
い
ま
し
た
。

「
世
界
の
子
ど
も
の
平
和
像
東
京
の
会
」
と
「
東
京
高
校
生
平
和
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
は
５
月
５
日
、
「
語
り
継
ご
う

憲
法
の
こ
こ
ろ
」
の
つ

ど
い
を
、
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
平

和
像
前
集
会
で
は
親
子
が
花
壇
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
き
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
『
憲
法
を
武
器
と
し
て
ー
恵
庭
事
件

知
ら
れ
ざ
る
50

年
目
の
真
実
』
の
上
映
後
に
感
想
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

65
人
で
し
た
。

子
ど
も
の
平
和
像
17
周
年

「
語
り
継
ご
う

憲
法
の
こ
こ
ろ
」

日
本
国
憲
法
と
自
衛
隊
を
問
う
映
画
を
上
映

60
周
年
を
迎
え
、
夢
の
島
か
ら
広
島
へ

５
月
６
日
、
60
周
年
を
迎
え
た
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
国
民

平
和
大
行
進
（
東
京
ー
広
島
コ
ー
ス
）
が
夢
の
島
の
第
五
福
竜
丸
展
示

館
前
か
ら
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。
出
発
集
会
に
８
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。



岡
田
氏
は
１
年
間
を
振
り

返
り
、「
年
金
問
題
」
の
範
囲

に
こ
だ
わ
ら
ず
、「
市
民
と
政

治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」

「
仙
台
堀
川
公
園
を
考
え
る
会
」

な
ど
、
支
部
や
個
人
資
格
で

他
団
体
と
の
共
同
行
動
も
進

め
て
き
た
こ
と
、
機
関
紙

「
ね
ん
き
ん
江
東
」
が
全
国
支

部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

新
年
度
方
針
で
は
、「
楽
し

く
元
気
の
出
る
支
部
活
動
」

「
仲
間
増
や
し
」「
学
習
・
宣

伝
」「
ま
ち
づ
く
り
の
要
求
」

な
ど
が
再
確
認
さ
れ
、「
朗
読
」

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」「
絵
」「
歴
史

さ
ん
ぽ
」
な
ど
サ
ー
ク
ル
活

動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

各
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
の
中
で

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
ア
ピ
ー
ル
は
「
最
低

保
障
年
金
制
度
を
確
立
し
、

老
後
の
生
活
保
障
を
確
固
た

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
英
知
を
結
集
す
る
」

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

来
賓
と
し
て
、
あ
ぜ
上
三

和
子
都
議
、
正
保
み
き
お
区

議
も
参
加
し
挨
拶
し
ま
し
た
。

谷
口
執
行
委
員
長
は
冒
頭
、

「
た
っ
た
今
、
新
入
組
合
加
入

書
が
こ
こ
に
届
き
ま
し
た
」

と
紹
介
し
、
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

「
小
さ
く
て
も
組
合
が
そ
こ
に

あ
る
。
理
不
尽
な
こ
と
に
目

を
つ
ぶ
る
の
で
は
な
く
、
き

ち
ん
と
交
渉
し
改
善
さ
せ
る

こ
と
が
組
合
の
存
在
意
義
で

す
。
子
ど
も
を
育
て
る
よ
い

教
育
活
動
の
糧
に
な
る
よ
う

な
教
育
実
践
講
座
や
教
研
集

会
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
誇
り
に
江

東
の
教
職
員
の
希
望
の
星
に

な
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
現
場

の
状
況
を
交
え
て
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

議
事
は
、
萩
原
書
記
長
か

ら
昨
年
度
の
総
括
、
２
０
１

８
年
度
の
方
針
案
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
そ
の
後
、
討
論
と

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

働
き
や
す
い
労
働
環
境
の

実
現
を
め
ざ
し
、
江
東
支
部

が
と
り
く
み
、
約
３
０
０
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
働
き
方

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
現

場
の
リ
ア
ル
な
声
が
寄
せ
ら

れ
、
管
理
職
に
お
け
る
パ
ワ

ハ
ラ
問
題
、
小
学
校
英
語
の

授
業
の
問
題
、
調
査
関
係
の

仕
事
が
多
す
ぎ
る
な
ど
、
職

場
の
現
状
が
討
論
で
も
リ
ア

ル
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
教
育
現
場
に
は
、
教

師
集
団
の
専
門
性
や
自
主
性

を
無
視
す
る
区
教
委
か
ら
押

し
つ
け
ら
れ
た
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
教
育
に
加
え
「
安
倍
教

育
再
生
」
に
よ
る
人
づ
く
り

の
も
と
で
、
新
年
度
か
ら
小

学
校
で
は
徳
目
で
評
価
す
る

「
道
徳
の
教
科
化
」
や
英
語
の

授
業
な
ど
、
教
師
や
子
ど
も

た
ち
に
大
き
な
混
乱
と
過
重

な
負
担
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。大

会
は
「
私
た
ち
は
ど
の

子
も
人
間
と
し
て
大
切
に
す

る
教
育
を
す
す
め
た
い
と
強

く
願
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
教
職
員
が
い
き
い
き
働

け
る
条
件
が
絶
対
必
要
だ
」

な
ど
の
決
議
を
採
択
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

日本食の代表、にぎり寿司とざるそ

ばは江東が発祥の地です。大昔から寿

司はありましたが、江戸前のにぎり寿

司をつくったのは文化・文政（1800年

代前半）の頃に深川六間堀の「松の鮨」
す し

と両国の「与兵衛鮨」だといわれてい

ます。「文化のはじめ頃、深川六間堀

に松がすし出来て、世上すしの風一変

し」（嬉遊笑覧）。「松の鮨」は暖簾
の れ ん

が受けつがれて森下町で店をひらいて

いました。

そばは、昔はそば粉を練った「そば

がき」、焼餅やかけそばとして食べて

いました。そばを切って笊に乗せる
ざ る

「ざるそば」を発明したのは、1791(寛

政３)年まで営業していた洲崎の伊勢屋

でした。

江東の名物といえば、高橋の「伊せ

喜」の泥鰌鍋と森下の「みの屋」の桜
どじょう

鍋でしょう。明治の頃の高橋は、浦安

や行徳から小名木川で運ばれた魚が陸

揚げされ、大変賑わっていました。

灯入れて葭戸透くなりどぜう鍋 波郷
あかり よ し ど す

みの屋の桜鍋とは、馬肉が桜色をし

ていることからきています。葱、白滝、

えのき茸、焼豆腐などと、味噌をベー

スに馬肉を煮ます。

江戸料理の暖簾を継いだのは、大島

１丁目にあった「釜長」で、創業が天

保(1830年)ごろといいます。

常盤１丁目の芭蕉記念館の近くに

「深川飯」の店があります。アサリの

むき身を油揚げ、豆腐、葱と煮込み、

どんぶり飯にかけたもので、深川の海

辺がアサリの名所だった名残です。

わが好む蛤汁も葛西風 秋桜子
はまぐり

江東区の土産物には、「船橋屋」の

葛餅があります。創業は文化２(1805)
くずもち

年といい、老舗です。残念なことは、

不動尊前の「清水きんつば屋」が店を

閉じたことです。創業は明治元(1868)

年で、おたみ婆さんの手づくりの味で

親しまれていました。後つぎがいなかっ

たのです。
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概説

(80)

全
日
本
年
金
者
組
合
江
東
支
部
は
５
月
13
日
、
亀
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
で
第
23
回
総
会
を
開
き
、
39
人
が
参
加
。
支
部
長

の
岡
田
勲
氏
が
、
江
東
区
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
総
人
口

の
21
・
５
％
を
占
め
る
（
11
万
４
５
５
人
。
１
月
１
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
）
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
経
過
報
告
と

運
動
方
針
を
提
案
し
て
質
疑
と
討
議
。
総
会
ア
ピ
ー
ル
の
採

択
後
、
懇
親
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

５
月
９
日
、
２
０
１
８
年
度
都
教
組
江
東
支
部
・
女
性

部
定
期
大
会
が
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
開
か
れ
、
参
加
者

か
ら
学
校
現
場
の
切
実
な
声
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

江戸の老舗「松の鮨」

（
豊
洲
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
）

（
門
前
仲
町
）

５月13日、江東市民連合は豊洲ビバ

ホーム前と門前仲町の２か所で、９条

改憲反対宣伝署名行動を行いました。

大
会
議
案
報
告
す
る
萩
原
書
記
長

来賓挨拶する あぜ上三和子都議(右側）

＊
６
月
10
日
（
日
）
新
潟
県
知
事
選
投
票
日

☆

行
事
日
程

☆

○
６
月
９
日
（
土
）
18
時
30
分
～

◆
青
年
学
習
講
座
「
働
き
方
改
革
」
を
斬
る

（
産
業
会
館
第
一
会
議
室
）

○
６
月
13
日
（
水
）
12
時
～

◆
花
咲
デ
モ

（
東
陽
公
園
）

江
東
社
会
保
障
推
進
協
議
会

○
６
月
13
日
（水
）・14
日
（木
）

◆
江
東
区
議
会
傍
聴（
予
定
）

両
日
と
も

13
時
開
会

江
東
市
民
連
合

○
６
月
17
日
（
日
）
13
時
～

◆
江
東
民
商
定
期
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
５
階
）


